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は じ め に
昭和25年に設立 された本研究所の初代所長の故秋葉隆教授が,最初のプロジェク トとし
て企画 したのが 「渥美半島における沿海村の総合的調査研究」であった。その研究目的は,
本研究所 「所報」第1号 によれぽ,「渥美半島の自然社会及び人文を総合的に調査研究 して
その全貌を明らかに し,以ってわが国の学術の進歩に貢献すると共に,半島の産業,教育,
観光その他一般文化の発展に対する施策の参考 となすにある」とあ り,研究組織は社会学,
民俗学,教 育学,考 古学,国 文学,法 律学,政 治学,さ らには生物学,地 理学等々を網羅
した,当 時としてはきわめて画期的な学際的色彩の濃い ものであった。 まさに草創期の愛
知大学の学問に対する壮大な気宇を示 したもの といえよう。
しかしながら,こ の事業は,雄 途なかぽにして責任者であった秋葉教授が敗戦による外
地からの引揚げに起因する宿痢によって他界され,集 大成 されることな く終焉 したが,そ
れ らの成果はそれぞれ個別論文 として発表 され,昭和30年代の本研究所紀要のなかに結実
している。
先述の研究目的のなかに 「沿海村の総合的調査研究」 とあるように,ま た2年 目(昭和
27年)の研究計画に,「内海村外海村の代表的地点……典型的村落を選択 してこれを深化的
調査研究を行なう」 とあるように,当 時の渥美地方は,農 村 としてよりもむ しろ漁村とし
ての位置づけがなされてお り,報告されている成果をみても,戦 後 日本の農村社会を根底
からゆ さぶった農地改革の問題や,そ れに惹起された地主 ・小作問題は,こ の地方の調査
においては大した問題にはならなかった。
その頃,私 も調査員の一人 として米を持参し,副食の缶詰を用意して現地調査に参加す
る機会を得たが,こ の渥美調査で強 く印象づけられたのは,こ の地方における水不足の問
題 と,それに起因するむら人の貧しい生活であった。渥美地方は古 くから奥部(お くこお
り)とよばれ,そ れは不毛の僻地を意味 していた。各地で雨乞いの行事が行なわれており,
農業用水だけではなく飲料水です ら天水に頼 る地方が少なか らず存在 し,水をめ ぐる争 い
も絶えなかったほどである。む ら人の貧 しい生活の一端は客をもてなす 「ジョジ ョギ リ」
にも代表 される。ジ ョジ ョギ リとは,ウ ドソ粉 と黒砂糖で作った一種のおしる粉であ り,
私もまたそれによる接待を うけた記憶がある。
それか ら30年,渥美地方は農業王国に一変した。かつてはサ ツマイモと小麦中心の貧し
かった農業が,現 在では夏はメロン,ス イカ,冬 は電照菊,一 獲千金を夢見るキャベ ツ,
それに酪農畜産を経営する全国有数の農業地帯へと生れ変ったのである。 その転機になっ
たのが,わ れわれが研究課題 としてとりあげた豊川用水の問題である。豊川用水は,当 地
方の長年の懸案であったが昭和43年に全線開通 した。その時代はあたかも基本法農政の展
開期にあ り,半島には巨額の近代化資金,各 種の改良資金がつぎこまれ,各 地で豊川用水
工事 と並行した構造改善事業が推進 されていた。その結果,限 られた耕地の集約的利用,
施設園芸の促進,大型機械の導入などを可能にして渥美の農業は,近代化農政のショーウィ
ソ ドとして時代を先取 りし,驚異的な発展をとげたのである。
このような渥美地方の変化を横 目で見ながら,私 は昭和30年代後半から40年代にかけ
て志摩漁村の解明にあたってきたが,考 えてみれば 「地方文化の発展 に資す る」ことをひ
とつの主要な目標 とする愛知大学に勤務す る村落研究者が,こ の地方の変化を看過するこ
とは,自 らがその使命を放棄 していることにも等 しく,また研究者 として格好の フィール
ドに目を瞑る愚に気が付 き,本研究所創設時の初志をふまえて同学の友人に図 り本研究を
企画したのである。すなわち,坂 井達朗助教授,交 野正芳助教授,渡 辺正助教授お よび黒
柳晴夫助教授(愛知学院大,豊 橋市在住)ら と研究組織を作 り,遅まきながら昭和54年に
共同研究を開始 した。幸い昭和55年,56年に文部省科学研究費補助金の交付を得て,研究
は比較的順調に進捗して今 日に至った。なお,坂井助教授は昭和56年に慶応大学へ転職 し
たため,そ のあとを受けて古賀倫嗣講師が本研究に加わった。
本報告書はその成果であるが,さ きに補助金による研究終了と同時に最終報告書 「豊川
用水の開通にともな う渥美地方の農業生産の展開 と地域社会の変容」(昭和57年3月)を
文部省に提出したが,本 報告書はそれにその後の変化に応 じた補充調査を行ない,ス タッ
フの度重なる討議を経て大巾に補筆訂正を加えた ものである。
本報告書の構成と執筆分担は次のよ うになっているが,構 成 と文責は研究代表者である
牧野が負 うものである。第1章 は,本 研究の 目的および問題意識,基 本法農政下における
渥美農業の特徴 と全体の総括を兼ねて渥美農村の概要を明 らかにした(牧野由朗)。第2章
では,渥 美地方における代表的農業 といわれる施設園芸を経営の主体 とす るむらの事例を
とりあげた。一 口に施設園芸 といってもその経営の展開にはさまざまの形態があ り,それ
ぞれの特性を比較検討することによって施設園芸のむらの解明を試みた(渡辺正)。第3童
では複合農業を営むむ らの事例について述べた。渥美地方では,豊 川用水が開通す る以前
から稲作が可能であった内湾部の比較的恵まれた農村においては,現 在,複 合農業を志向
しているが,こ こでは稲作を主とする複合農業のむ らと,稲作から脱皮 した複合農業のむ
らについて検討を加えてその異同を明 らかにした(交野正芳)。第4章 では,施 設園芸から
みれぽ比較的地味な農業である露地栽培のむらをとりあげた。露地栽培は豊川用水の開通
によってはじめて可能になった,し か もきおめて投機性の強い農業であり,施設園芸農業
に劣 らず渥美農業を特徴づけるものである(古賀倫嗣)。第5章 は,全 国にさきがけて昭和
37年には第1次 農業構造改善を,昭 和47年には第2次 構造改善を導入 して新 しい農業に
取組んだむらが,旧 全総にもとつく拠点開発構想の一環 として地先海面が工業用地 として
埋立て られ,そ こに巨大企業が進出するとい う矛盾 した行政の狭間の中で,伝 統的な農村
がどのような変化の渦に巻 きこまれていったかを明らかにした(黒柳晴夫)。そして,最 後
に 「おわ りに」 として渥美地方の農業 と農村について,以 上記述 して きたような変化が何
故生 じたか,そ の変化の要因を探索するとともに,今 後に残された問題をとりあげてみた
(牧野由朗)。
以上,本 報告は,渥 美の農業 と農村をその生産形態に対応 して四つに類型づけて,そ の
典型的な事例をとりあげて追求したのであるが,今 日,わ が国の農業問題は,ひ とつのむ
らやひとつの地域の問題 としてあるのではな く,それは国際的 レベルの問題 にまで発展し
ている。その意味では渥美の農業 と農村は,い まなお激変の過程にあるとい うべ く,現在
の時点において私たちが積み残 した問題や,あ るいは新たに生起する問題 も多々あると思
われる。今後とも私たちは継続学習の必要性を痛感 している。大方の御教示 と御鞭達をお
願いする次第である。
最後に,本 調査研究を遂行す るにあたって,い ろいろ調査の御便宜 と御協力をいただい
た現地の役場の方々,農 協をはじめとする各種の営農諸機関,と りわけ,農 事多忙な折に
も拘らず煩 しい面接に心 よく応 じて くれた現地の方々に衷心より感謝の意を表する次第で
ある。
(牧 野 由 朗)
